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（１）レアメタルとは？
一般にレアメタルとは先端科学技術で使用される31種の鉱種を指す
17種のレアアースを含めた48種を指すこともある

希少性の理由
①地殻中の存在量が比較的少なく、採掘と精錬のコストが高い
②単体として取り出すことが技術的に困難
③金属の特性から製錬のコストが高い

（２）用途
①構造材への添加

②電子材料・磁性材料

③機能性材料

素材の強度や融点を高めたり、防錆性を高めたりするために使う

特殊鋼・・・クロム、タングステン、モリブデン、マンガン等
液晶・・・インジウム

希土類磁石小型モーター・・・レアアース、ジスプロシウム、テルビウム、コバルト

超硬工具・・・タングステン、コバルト、チタン、モリブデン、バナジウム等
排気ガス浄化・・・白金、ロジウム、パラジウム

（３）需給動向
１）需要動向
①中国、インドの需要の拡大
自動車や情報機器関連、ステンレス、特殊鋼、超硬工具など需要が急上昇している

②日本の需要の拡大
電気自動車、携帯電話、青色発光ダイオードなどの需要が拡大している

レアメタルはベースメタルと異なり、天然に存在する量が極端に少なく、あるいは抽出すること自体が
技術的・経済的に難しい鉱種である

生産量も少なく、コバルトやタングステンで数万トン、ガリウムやインジウムは数百トンにしかすぎない

構造材に使われるレアメタルは、鉄や銅、アルミニウムなどのベースメタルに添加して合金を作ること
に使われ、強度を増したり、錆びにくくしたりする。ステンレス鋼、耐熱材、マイクロアロイ鋼、特殊鋼
（工具、耐磨耗）、Ni合金材、Cu合金材、Ti合金材、Al合金材などに利用される

半導体レーザー、発光ダイオード、一次電池、二次電池（ニッケル-水素電池）、燃料電池、永久磁石
（希土類磁石）、磁気記録素子、磁歪材料、磁気冷凍、超伝導材料などに利用される

光触媒、磁気光学媒体、EDレンズなどの光学ガラス、ニューガラスと呼ばれる透明電極 (ITO) や光
通信用のフッ化ガラス、ニューセラミックスと呼ばれるガスセンサーや切削工具の刃先、磁気ヘッド、
形状記憶合金、水素吸蔵合金などに利用される。ほかにCRTやプラズマディスプレイ、蛍光灯などの
蛍光体にも使用される

小型二次電池（リチウムイオン電池、ニッケル水素電池）・・・リチウム、コバルト、ニッケル、レアアー
ス等

特に電気自動車用モーターやエアコンの室外機用モーターに用いるネオジム磁石の需要が拡大して
いる。ネオジム磁石は省エネの向上や小型化に大きく寄与している

レアメタル（希少金属）は、製品に特定の特性・機能を与えるための添加剤として用いられることが多
く、自動車、電機・電子などの幅広い産業分野において、欠かせない存在となっている

電子部品（半導体、コネクターリードフレーム、接点等）・・・ガリウム、タンタル、チタン、ジルコニウム、
コバルト等
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２）供給動向
①偏在性が高い
生産国が中国、南ア、ロシアなどの政情が不安定な地域に偏在しており、供給障害が生じやすい
加えて、投機マネーの流入により価格変動が大きい

②中国の輸出抑制

（４）タングステン、クロム、レアアースの需給動向
１）タングステン
①タングステンとは？
金属中最も高い融点を持ち、常温で空気中では酸化せず、水とも常温では反応しない

高速度鋼等の特殊鋼や超硬合金、照明のフィラメント等に使用される

レアアースの9割が中国に偏在するなど、中国はレアメタル市場における大きな供給源であるが、近
年、自国の供給を優先するため、多くの資源品目について、輸出数量制限の強化や輸出税の引き上
げといった輸出抑制策を実施している

耐食性、熱伝導性及び電気伝導性に優れ、膨張率が低く、高温下（1650℃以上）では金属中最高の
引っ張り強度を発揮する
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②需給動向
日本のタングステン自給率は0％、ほとんどを中国1国に依存（85％）

日本は世界需要量の10～12％前後を占める
超硬工具、自動車産業向けの特殊鋼を中心にして需要が高まっている

需要においても世界の45％前後を中国が占める

全世界においても、タングステンの供給の80％を中国が占めており、中国の政治経済動向が需給
面、価格面に大きな影響を与える

中国はタングステンを国家保護鉱種に指定し、選鉱、製錬、加工、販売、輸出において許可制を採用
して管理している
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２）クロム
①クロムとは？
融点が高く（1875℃）、常温では空気中の水でも水中でも酸化しない安定した金属である

メッキにも使用される

クロムがその表面に酸化皮膜を造り、これが酸素との反応をさえぎる形となり安定した金属としての
特性を発揮する

鋼の強度・耐食性・耐熱性等の向上に極めて有効であり、用途に応じて数～30％程度のクロムが鋼
に添加されてステンレス鋼をはじめとする各種特殊鋼が造られる
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②需給動向
世界の生産量の40％以上を占める南アの存在が圧倒的に大きい
中国を中心としたステンレス鋼生産の好調を反映して、生産が上昇している
生産国上位5カ国の集中度は90％を超える

南ア国内で見ても、新興企業が国内生産量の8割を占めており、供給不安定要因が増加している
日本のクロム自給率は0％

中国は世界各国のクロム鉱石輸入量の70％以上を占めており、中国の動向が大きな影響を与える
加えて、南アの電力供給問題により、供給不安定が発生する可能性が続いている
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３）レアアース
①レアアースとは？

②需給動向

日本はレアメタルの世界最大の消費国であり、産業競争力の源泉ともなっている
日本の最大の輸入先は中国

今後、中国の消費量が増えることで、輸出が減少するため、日本の供給に大きな不安が生じる

中国はレアアースの世界生産10万2千トンの93％、アンチモン地金生産4万9700トンの9割を占め、
フェロマンガン、タングステン、ストロンチウム、リチウム、バリウム、ビスマス、インジウムの生産で世
界一を占める

掘削、精錬が必要なものは主要埋蔵地域が中国に偏っており、その中国が国内需要を優先している
ため、輸出を抑制していることが価格高騰へ大きな影響を与えている

レアメタルの一種であるレアアース（希土類）に含まれるネオジム及びジスプロシウムは、電気自動車
用モーターやエアコンの室外機用モーターなどに用いる高性能磁石（ネオジム磁石）の原料として幅
広く使用されている。ネオジム磁石は、上記製品の省エネルギー性の向上及び小型化に大きく寄与し
ており、これらの製品の需要増やネオジム磁石の用途拡大により、レアアースの需要は今後大きく伸
びると見込まれている。 レアアースの世界最大の生産国は中国であり、その世界シェアは９割を超
えている

近年中国は、レアアースを含む多くの資源品目について、輸出数量制限の強化や輸出税の引き上げ
といった輸出抑制策を実施している
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